
The ABLoTS Approach for Bug 
Localization: is it replicable and 
generalizable?



背景
Bug Localization
⚫バグの原因をソースコードから特定

⚫デバッグコストを削減

IRBL(Information Retrieval-based Bug Localization)
⚫バグレポートを利用するアプローチ



先行研究

AmaLgam(Wangら)
⚫コード構造，類似バグレポート，バージョン履歴を組み合わせる

ABLoTS (Rathら)
⚫AmaLgamの類似バグレポートをTraceScoreに置き換える

⚫AmaLgamを大きく上回る評価



研究目的

目的
◦ TraceScore及びABLoTSアプローチの再現性と一般化可能性を調査する

• ABLoTSの性能を示す他の論文はない
• より大きなデータセットでも性能を維持できるか不明



TraceScore
① アーティファクトの選択
⚫新しいバグ報告𝑏∗が提出された日から1年以内に修正さ
れたバグ報告𝑏

⚫修正されたjavaファイル数が10以下のバグ報告𝑏

⚫修正されたjavaファイル数が20以下のバグ以外の報告𝑟

② 選別したファイルの前処理

③ b∗と各アーティファクト間のコサイン類似度を計算

④ b∗を根としたトレースグラフの作成

⑤ 各ファイルとb∗間のTraceScoreを計算

⑥ ランク付けされたリストとして出力



ABLoTS

(TraceScore)



RQ1
緩い条件：新しいバグ報告が提出された日から1年以内にバグ報告

厳しい条件：緩い条件＋新しいバグ報告が提出される前に修正が完了

RQ1.1 TraceScore コンポーネントの本来の性能を再現できるか？

緩い条件の場合再現可能



RQ1
RQ1.2 TraceScoreコンポーネントを他のデータに適用しても同様のパフォーマ
ンスが得られるか？

拡張データセットにも一般化可能



RQ2
RQ2.1 ABLoTSアプローチの結果を再現できるか？

RQ2.2 ABLoTS手法を他のデータに適用しても同様の結果が得られるか？

⚫オリジナルの結果に遠く及ばなかった



RQ2

バージョン履歴コンポーネントの設定ミスのため再現及び一般化不可



まとめ

⚫ABLoTSによるバグ位置特定手法の再現研究を行った

⚫TraceScoreは、緩い条件の下では複製可能で一般化可能

⚫ABLoTSはバージョン履歴コンポーネントの設定ミスのため再現及び一般化不可
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